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1 ．はじめに

　JADプ ロ グ ラ ム1，2，3，4（Japan Associate Degree Pro-

gram）はマハティール前マレイシア首相の「ルックイー
ストポリシー（東方政策）」に呼応する形で発足した，
マレイシア人留学生のための予備教育プログラムであ
る。日本政府の円借款事業として，1993年から第1段階
（High Education Loan Project: HELP）が始まり，1999年
から第2段階（HELP2），2005年度より第3段階（HELP3）
に入っている。本プログラムにより第1段階で310名，
第2段階で299名が日本への留学を果たしている。2006
年10月現在，JADプログラムには第3段階の166名の学
生が在籍している。第1段階（HELP）は大学入学を目
的とした予備教育であり，マレイシアで2年間の予備教
育を施した後，日本の大学1年次に入学させるプログラ
ムであった。しかしながら，日本に1人留学させる費用
で，欧米に4人程度留学させることができるとの試算も

あり，マレイシアにとって日本への留学は，非常に割高
なものとなっている。このことは，留学生市場で優秀な
留学生を獲得する際の，大きなマイナスとなっている。
上記の背景により，現在はマレイシアで日本の大学教育
の一部を学習後に，日本の大学に編入させるツイニング
プログラムの形態で行なわれている。1999年に始まっ
た第2段階（HELP2）ではマレイシアでの単位取得への
移行が進み，2年間の教育のうち1年間を大学1年次相
当の授業に当てることにより，日本での留学の期間を1
年間短縮させることを実現した。現在の第 3段階
（HELP3）ではさらにマレイシアへの移行が進み，現地
で3年の教育を行い，日本の大学の3年次に編入すると
いう形態になっている。この背景にはコスト面以外の理
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由に，学位認定の問題が存在する。これまでのプログラ
ムでは，マレイシアでの教育に対して学位を授与するこ
とは不可能であり，仮に日本でドロップアウトした学生
がいた場合，数年間費やした挙句に高卒資格しか残らな
いと言う状況が，第2段階において少数発生した。この
ようなことを防ぎ，更にマレイシアでの教育の質を保証
し，且つマレイシアでの教育に学位を授与する為に，現
地で3年間教育を行い，プログラム卒業生にディプロマ
の学位（日本の短大卒相当）が与えられる仕組みとした。
　本プログラムのもう一つの特徴は，工学系に特化して
いることである。学生は日本語の他，物理や数学や化学
といった自然科学基礎科目及び工学基礎科目を勉強して
おり，学年が進むにつれ理工系科目の比率が高くなる。
大学教育にあたる自然科学基礎科目及び工学基礎科目の
授業は，ほぼ日本語で実施される。
　工学系に特化した JADプログラムにおける日本語教育
実施の問題点として，一般的な日本語教育が工学教育の
為の前提としての位置づけにない点が上げられる。JAD

プログラムを受講する学生は，留学生として日本での生
活を余儀なくされる為，工学だけに特化すればよいとい
うわけではなく，生活上必要な日本語も，工学を学ぶ為
に必要な日本語も，学習する事が求められる。しかしな
がら，これまでの一般的な日本語教育をそのまま JADプ
ログラムにあてはめたとしたら，工学教育に必要な文法，
語彙，漢字の学習が十分とはいえない。また，工学分野
で用いられる日本語の意味と，一般の日本語とは異なる
場合などがあり，工学教育を受ける事を前提条件とした，
日本語教育を実施する必要がある。
　JADプログラムの工学系科目を担当する教員にとっ
て，工学教育実施上の問題点として，学生が理解可能な
言い回し，漢字，語彙等が判断できない点があげられる。
工学系科目担当教員が，学生の日本語教育の実施状況（既
習の文法，語彙，漢字等）を完全に把握し，それに基づ
いて授業計画や授業コンテンツ等を作成することは事実
上不可能である。また工学系科目担当教員は日本語教育
経験が全くないので，未習の日本語が授業内に登場した
場合，それをどのように教えていいのかがわからないと
いう問題もある。
　これまで JADプログラムにおける工学系科目の授業計
画の立案や授業コンテンツ等の作成は，教員の持つノウ
ハウのみに依存していた。しかしながら，これから益々
すすむであろう授業の内容の高度化・専門化に対して，
これら既存の教員のもつノウハウだけで言葉の問題に対
応する事はできない。
　授業を受ける学生にとっての問題点には，日本語教育
で学習していない文法・語彙・漢字が，工学の授業内で
使われてしまうという問題がある。このことは当然，工
学系科目の理解を妨げる要因となってしまう。
　これらの問題点を踏まえ，我々は工学系科目担当教員

と日本語教育担当教員が，学生の日本語学習の進捗状況
を共有するシステムを提案し実現した。本支援システム
では日本語教育担当教員は，日本語教育において学習さ
れた文法・語彙・漢字を，支援システム内のデータベー
スに格納し，工学系科目担当教員は，データベースから
授業内（教員の口頭での説明や授業コンテンツを含む）
で用いる日本語と学生の日本語学習状況を比較検討する
ことができる。この事で教員は，日本語教育で実施され
ていない語句等を，学習済みの語句等に置き換えたり，
また補足資料等の準備によって学生の理解を促すといっ
た期待もできる。このとき工学系科目担当教員によって
検索された日本語は，すなわち工学教育に実施に必要な
日本語（以下「工学日本語」と呼ぶ）である。本プログ
ラムの日本語担当教員は，学生が工学教育を受けること
を念頭において，日本語の授業コンテンツの作成を行っ
ている。しかしながら，工学系の知識をバックグラウン
ドに持つ日本語担当教員は極めて稀な存在である。この
ため，日本語の授業コンテンツは，自らが受けた教育の
内容や書物から得た知識からのみ構成される。つまり，
日本語の授業コンテンツは，工学系教員の視点から見た
「工学日本語」ではなく，日本語教員の視点から見た「工
学日本語」になっている。本システムで検索された日本
語は，工学系科目教員の視点から見た「工学日本語」と
いえる。このような情報を収集することは，これまで行
われてこなかった。本システムは，工学系科目担当教員
の日本語の問題を解決する事を目的とするだけでなく，
本当の工学系教育の現場で使われる「工学日本語」を集
積し，「工学日本語」教育に役立つ情報の収集も目的と
している。
　日本の少子高齢化にともない，大学は学生確保という
観点から留学生の受け入れ態勢を強化している。このこ
とはますます日本語教育の需要が高まる事を意味してい
るとともに，限られた留学期間内で日本語教育と並行し
ておこなわれるそれぞれの専門科目学習を，より効果的
におこなうことが必要であることを意味している。
　本論文では工学教育と日本語教育が並行して行なう際
に生じる問題点を明らかにするとともに，その問題点の
解決方法について述べる。
　以下に本論文の構成を述べる。2章では，関連研究と
して教員を支援するシステムとしてLMS （Learning 

Management System）やCMS （Course Management Sys-

tem）について述べるとともに，日本語教育を対象とし
た支援システムについて述べる。3章では，JADプログ
ラムの日本語教育及び工学系教育の概要について述べ
る。4章では，我々が提案し構築した学習状況共有シス
テムの概要について述べるとともに，その実行例を基に
その有効性を示す。5章でまとめを述べる。
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2 ．関連研究と関連技術

　教員による教育活動の支援を目的としたシステムは，
LMS （Learning Management System） や CMS （Course 

Management System）と呼ばれる。LMSやCMSでは，
Cornell Universityで開発され，後に商用化された
Blackboard5やWebCT6が特に有名である。上記以外にも
MITによるO.K.I （Open Knowledge Initiative）プロジェ
ク ト 7，University of Michiganに よ る CHEF （Compre-

Hensive collaborativE Framework）8，O.K.I.とCHEFなど
の成果を統合したシステムを開発するSakai Project9，東
京大学大学院情報学環・学際情報学府とメディア教育開
発センターによるexCampus10，東京大学情報基盤セン
ターと日本ユニシスによるCFIVE11，12，（関谷ほか，
2003；関谷ほか，2004）などがある。しかしこれら殆ど
のシステムが大学等の高等教育における教育活動の支援
を目的としており，JADの抱える日本語教育と工学教育
の両方を実施するうえでの問題点を解決することができ
ない。
　日本語教育を対象とした支援システムには「日本語読
解支援リーディングチュウ太」（川村ほか，2000；川村
ほか，2002），「あすなろ」（仁科，2000）などが有名で
ある。しかしこれらの支援システムも，学生の学習活動
を支援することを目的としており，日本語教育を実施す
る教員の教育活動を支援することを目的としていない。

3 ． JADプログラムにおける日本語教育及び工学教育
の概要

3.1　JADプログラムにおける日本語教育の概要
　留学前に行われる日本語教育において，留学生に求め
られる日本語の技能の習得とは，
1） レポート・卒業論文が日本語で書けること（作文）
2） 大学のテキスト及び参考文献が読めること（読解）
3） 口頭で発表ができること，研究内容についてディ
スカッションができること（会話）

4） 専門教育の講義が理解できること（聴解）
の4点が挙げられる。

　JADプログラムの学生は日本語の技能を習得し，さら
に，専門分野で使われる日本語も身につけなければなら
ない。JADプログラムでは，工学系学科への三年次編入
を目的としており，物理・化学・数学の自然科学基礎科
目の他に，機械・電気・情報といった工学科目で用いら
れる日本語にも習熟する必要がある。
　JADプログラムにおける日本語教育は，初級とそれ以
降に分けることができる。初級とは，いうまでもなく日
本語の基礎レベルを固める段階である。初級段階では拓
殖大学編「ひらけ日本語」（拓殖大学留学生別科日本語
研修センター，2001）という，留学生向けの初級日本語
教科書をテキストとして使用している。
　一方，初級終了後は，大学教育を受けることを念頭に
おいたシラバスが組まれている。初級終了後の日本語教
育は，日本留学，特に工学系学科へ編入するという点か
ら考えると，既存の教科書では十分に対応することがで
きない。一般的に日本語教育のテキストで扱われている
トピック・語彙は，自然科学の分野より人文・社会科学
の分野のものが多く，JADプログラムの学生にとって，
日本で生活する上で必要な日本語であるが，工学系学科
に編入するためには十分とはいえない。このため，初級
以降の日本語教育の教材では，作文・読解・会話・聴解
のスキルを伸ばしつつ，工学系の分野で使われる専門的
な知識・語彙を習得させることを目的とし，日本語担当
教員の手によって，独自の教材が作成され，それらの教
材が授業で用いられている。
　なお，JADプログラムにおける日本語教育の課題とし
て，独自に作成された日本語教材が，実際の理工系大学
の授業に耐えうるレベルであるかどうかを検討されなけ
ればならない。

3.2　JADプログラムにおける工学教育の概要
　JADプログラムでは，工学系学科への3年次編入を目
的としており，物理・化学・数学の自然科学基礎科目の
他に，機械・電気・情報といった工学科目の学習がおこ
なわれる。日本の大学1，2年次を想定した科目におい
ては，日本の大学から派遣された教員により，日本の大
学と同等のシラバスに基づき，授業がおこなわれる。工
学系授業は JADプログラムの二年目からほぼ日本語で行
われる。工学系科目の授業内で用いられる日本語の工学
系専門語彙に関する学習は，現状の日本語教育の中でも
行われているが，授業で専門語彙を完全に網羅する事は
不可能である。そこで日本語の授業において既習の語彙
を工学系科目担当教員が把握でき，且つ日本語の工学専
門語彙学習に必要な語彙をフィードバックする仕組みが
必要である。4章では日本語教育担当教員と工学系科目
担当教員が，学生の日本語学習の進捗状況を共有するシ
ステムの提案を行う。更に，我々が提案したシステムの
有効性を実行例を基に示す。

　 　
5   Blackboard, Black board inc, 

http://www.blackboard.com/us/index.aspx
6   WebCT, WebCT, Inc. http://www.webct.com/
7   The Open Knowledge Initiative, http://web.mit.edu/oki/
8   CHEF　http://chefproject.org/
9   The Sakai Project, http://www.sakaiproject.org/,
10  exCampus.org, http://www.excampus.org/,
11  CFIVEプロジェクトの紹介，日本UNISYS， 

http://www.unisys.co.jp/cfive.
12  オープンソースLMS「CFIVE」開発プロジェクト， 

http://cfive.itc.u-tokyo.ac.jp.
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4 ． 学習進捗状況共有システムの概要及び実行例に基づ
く有効性の評価

4.1　提案する支援システムの概要
　JADプログラムが抱えている，日本語教育と工学系教
育を並行しておこなう際の問題点を踏まえ，本章では日
本語教育担当教員と工学系科目担当教員が，学生の日本
語学習の進捗状況を共有するシステムを提案する。表1
は構築した日本語学習進捗状況共有システムの構成を示
している。
　本支援システムはサーバサイドスクリプトである Java 

Server Pages （JSP）（アイティーブースト，2005；宮本，
2006）によりWEBアプリケーションとして実現される。
データベースにはMySQL13を用いた。図1は本支援シス
テムの概要を示している。日本語の授業で，学生が新た
な語彙・漢字を学習した際，日本語教育担当教員は，そ

の学習情報をデータベースへ格納する。データベースに
は既習の語彙・漢字の他に，使われた教材（教科書），
課及びページ番号等が保存される。データベースは，授
業がおこなわれた後，新たな語彙・漢字が学習される度
に逐次更新される。現在日本語の授業において用いられ
る授業コンテンツは，ほぼ全てデジタル化されている。
作成された授業コンテンツは形態素解析ソフトである茶
筅 14により品詞分解され，新たに学習された漢字・語彙
のみデータベースに追加される。更新されたデータベー
スはネットワークを介して（JADプログラムでは学内
LAN）で日本語教育担当教員と工学科目担当教員によっ
て共有化され，日本語教育担当教員と工学系科目担当教
員が，常に学生の最新の学習履歴を把握できる。
　JADプログラムにおいて工学系科目の授業，及び授業
コンテンツはほとんど日本語で構成される。これは日本
の大学への編入を目的とした JADプログラムの意図によ
るものである。工学系科目担当教員は，授業計画や授業
コンテンツ等の生成過程で生じる語彙・漢字において，
学生が既習であるかを本支援システムへ問い合わせを
し，チェックすることができる。図2は工学系科目担当
教員による学生の日本語学習状況の検索方法をインター
フェイスから表している。本支援システムは，既習であ
る場合，データベースから学習履歴が表示される（図2
の（ i））。また未習である場合，既習の類義語が提示され

　 　
13 MySQL, http://www.mysql.com/
14 茶筅，http://chasen.naist.jp/hiki/ChaSen/

図1　我々が提案する支援システムの概要

表1　本システムの構成
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る（図2の（ii））。未習であり，かつ既習の類義語も無い
場合はその旨が提示される（図2の（iii））。代替となる類
義語が検索できない場合は，その語彙・漢字に関する補
足説明の作成依頼を，日本語担当教員へ送信することが
できる。
　図3は工学系科目担当教員から提示された補足資料作
成依頼に基づく補足資料作成の流れを示している。工学
系科目担当教員は日本語担当教員への補足資料作成依頼
をシステムに対して送信する（図3の①）。システムはデー
タベースへ補足資料の作成依頼がある，漢字・語彙を追
加する（図3の②）。日本語担当教員がシステムへログ
インしたときに，工学系科目担当教員からの補足資料作
成依頼があると，システムはデータベースから補足資料
作成依頼を受け取る（図3の③）。システムはデータベー
スから受け取った，工学系科目担当教員から依頼のある

補足資料作成依頼のリストを日本語担当教員へ提示する
（図3の④）。日本語担当教員は提示されたリストから，
補足資料を作成する漢字・語彙を決定する（図3の⑤）。
日本語担当教員は補足資料作成依頼リストから作成され
た補足資料を作成しシステムに送信する（図3の⑥）。
システムは日本語担当教員から作成された補足資料を，
データベースへ追加する（図3の⑦）。補足資料の作成
依頼をした工学系科目担当教員がシステムへログインし
た場合，作成された補足資料のデータをシステムに送信
する（図3の⑧）。システムは作成された補足資料を工
学系科目教員へ提示する（図3の⑨）。工学系科目担当
教員は日本語担当教員によって作成された補足説明を工
学教育のコンテンツに反映し，学生に提示する。工学系
科目担当教員は，授業においてそれらコンテンツを用い
て，未習の語彙・漢字に関する説明をおこなうことで，

図2　工学系科目担当教員による学生の日本語学習状況の検索方法

図3　工学系科目担当教員から提示された補足資料作成依頼に基づく補足資料作成の流れ
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未習である語彙・漢字を用いた授業の実施が可能となる。
システムによって工学教育実施に必要な語彙・漢字の収
集ができるので，工学教育の前提となる日本語教育への
フィードバックが可能となる。

4.2　実行例による本支援システムの有効性の評価
　JADプログラムにおける，U1学生（大学1年生相当）
を対象としたC言語によるプログラミング授業の，教材
コンテンツ作成に対して，本提案手法による評価実験を
行なった。教材コンテンツの対象となる学習項目は，場
合に応じた処理（具体的には if文，if else文，switch文）
の学習である。
　学生の学習履歴データベースを用いて，工学系科目担

当教員は自分が生成した学習コンテンツのチェックを行
なう。例えば図4において，生活（せいかつ）という日
本語は「みんな」の8課において既習であることがデー
タベースにより容易にわかる。また，漢字語彙としては
未習であることも同時にデータベースからわかるので，
工学系科目担当教員は「生活」に対してルビを振ること
で学生の理解の助けとすることが可能となる。さらに，
状況（じょうきょう）は，データベースから，ひらがな
でも，漢字でも学習していない事がデータベースよりわ
かる。本例題では，工学系科目担当教員は「状況」に変
わる漢字として「とき」を用いることにした。図2にお
ける「降水確率」は変更ができない為，教員は降水確率
の補足資料の作成を日本語教員へ依頼する。本例題では

図5　既習状況確認後，修正したコンテンツ

図4　既習状況の確認前のコンテンツ
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英語による説明が適切であるとの観点（日本語教育担当
教員の判断）より，英語による補足資料の提示を行なう
事とした。本例題における「関係演算子」は日本語とし
ては未習であるが，前のプログラミング授業において既
に説明済みである。従ってここでは新たな説明を要しな
い。
　このように学習進捗状況共有システムを，工学系科目
担当教員がチェックすることによって，工学系科目にお
ける日本語の負担を軽減でき，且つ学生にとってもより
理解しやすい授業が実現できる事が予想される。工学系
科目教員にとっては授業実施前に言葉の問題を取り除く
事ができ，本来の目的である工学教育の内容に多くの時
間が割くことができる。

5 ．おわりに

　JADプログラムの工学教育は日本語教育と並行して行
なわれる為，学生の日本語教育が完了する前に日本語に
よる工学教育を開始しなくてはならない。従って JADプ
ログラムの工学教育において，できるだけ日本語教育の
中で既習の語彙を用いて授業を行う事と，工学教育に必
要な語彙を日本語教育へフィードバックすることが必要
であった。そこで我々は工学系科目担当教員と日本語教
育担当教員が，学生の日本語学習の進捗状況を共有する
システムを提案した。
　本論文では我々が提案した学習状況共有システムの概
要について述べるとともに，実行例を基にその有効性を
示した。
　本支援システムは，引き続き JADプログラムにおいて
運用予定である。継続して支援システムを運用する事で，
工学教育実施に必要な日本語の語彙・漢字等を収集し，
工学系日本語教育へのフィードバックを目指す。
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A Proposal on the System of Sharing Progress Reports of Japanese 
Language Learning and its Implementation in the JAD program

Rihito Yaegashi1）・Ryozo Sasaki2）・Jun Ishimatsu1）・Genya Onuma2）・
Tetsuo Yamashita3）・Masahiko Tachibana1）・Takao Kobayashi3）

　The JAD Program (Japan Associate Degree Program) was started by the “Look East Policy” 
that was proposed under the administration of former Malaysian President Mahathir. The 
program is one of the pre-training programs which aim to develop Malaysian engineers by 
sending students to Japanese universities, especially to technical engineering schools. At 
present, the program is continued as a “Twining Program”. The students can take some 
credits which are recognized as university credits in Japan before they come to Japan. Under 
the JAD program, engineering education goes along with Japanese language education. The 
students must take engineering courses in Japanese in this program. Most instructors are 
Japanese, or have studied in Japan, so all instructors use Japanese in their classes. 
Engineering education at the JAD program begins before the students learn Japanese 
language enough to understand the class. Therefore, the instructors of engineering courses 
struggle with language problems despite they aren’t language teachers. Those instructors of 
engineering courses are demanded to minimize language problems by using words that the 
students have already learned, and to then by giving feedback to Japanese language teachers. 
The engineering instructors give feedback to Japanese language teachers about those words 
that are necessary for learning engineering in Japanese. However, the lack of such a system 
which allows the information sharing between instructors of engineering and those of 
Japanese language makes the task difficult”.
　This paper suggests the system which makes it possible to share the information of 
progress in Japanese language learning. This paper also shows the effectiveness of the 
system with some examples.
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JAD Program, Twining Program, Education of Engineering, Education of Japanese, Computer 
Aided Instruction
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